
第１０次札幌市環境保全協議会 

第６回会議 

会   議   録 

日 時：平成２９年１０月３０日（月）午前９時開会 

場 所：札幌市役所本庁舎 １８階 第２常任委員会会議室 
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  １．開  会 

○事務局（金綱環境計画課長） 定刻となりましたので、ただいまから第１０次札幌市環

境保全協議会第６回会議を開催させていただきます。 

 私は、本日の進行を務めさせていただきます札幌市環境計画課長の金綱です。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 今日は、朝から雨風が強く、また、お足元の悪い中をお集まりいただきまして、ありが

とうございます。 

 最初に、委員の出席状況についてご報告をいたします。 

 本日は、日本チェーンストア協会の青木委員、公募委員の谷井委員、長野委員、町田委

員、以上４名の委員の方からご欠席のご連絡をいただいております。また、田作委員はま

だいらっしゃっておりませんが、遅参する旨のご連絡をいただいております。 

 本日、１５名中１１名の出席があり、総委員の過半数に達しておりますことから、札幌

市環境保全協議会規則第５条第３項の規定に基づきまして、この会議が成立していること

をご報告いたします。 

 続きまして、配付資料の確認をさせていただきます。 

 お手元の資料をご確認ください。 

 一番上が次第です。めくっていただきまして、委員名簿、裏面が座席表となっておりま

す。また、右肩に番号を振っておりますが、資料１から資料６までございます。 

 資料１は、カラーのＡ３判物のプロジェクト実施結果（概要）です。資料２は、ホチキ

スどめのプロジェクトの実施結果です。資料３は、プロジェクト参加委員一覧です。資料

４は、ホチキスどめの賃貸住宅の選び方マニュアル（案）です。資料５は、カラーのＡ３

判物のグラフがついた歩行者天国イベント開催時の公共交通利用等に関するアンケート結

果です。最後に、資料６は、ホチキスどめの今後の取組に向けた各委員からの提案です。

そして、参考資料といたしまして、札幌市省エネ診断窓口についての新聞記事をお配りし

ております。 

 足りない資料がございましたら、お知らせいただければと思います。 

 それでは、議事を進めてまいりたいと思いますが、この第１０次協議会は、本日が最後

の開催となります。第１０次協議会では、温暖化対策をテーマに掲げ、一昨年の平成２７

年１１月からこれまでの約２年間、この会議の場での検討のほか、それ以外の場でも打ち

合わせをさせていただきながら取組の実践等を行ってまいりました。本日は最後の会議と

なるため、本協議会の総まとめを行いまして、次期の第１１次協議会への引き継ぎや提言

を行っていきたいと考えてございまして、この２年間の家庭部門、業務部門、運輸部門の

それぞれで実施してきたプロジェクトを振り返っていただければと考えております。 

 それでは、ここからの進行につきましては柴田会長にお願いをしたいと思います。 

 柴田会長、どうぞよろしくお願いいたします。 
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  ２．議  事 

○柴田会長 皆さん、どうもおはようございます。今日もよろしくお願いいたします。 

 今日が最後ということでございますので、２年間を振り返っていきたいと思います。 

 それでは、事務局から資料についてご説明をいただきたいと思います。 

○事務局（佐竹調査担当係長） 今回は、資料１から資料５までお配りしておりますが、

こちらが今年度に実施したプロジェクトの内容についてとなっております。そこで、こち

らをご説明させていただき、その内容についてご意見をいただいた後、資料６の今後の取

組に向けた各委員からの提案に入りたいと思います。 

 それでは、資料１以降についてご説明させていただきます。 

 資料１の第１０次札幌市環境保全協議会プロジェクト実施結果（概要）です。 

 第１０次協議会の目標といたしましては、市内の温室効果ガス排出量の約９割を占める

家庭、業務、運輸の３部門について、市民や事業者等との連携により一層の省エネ対策を

推進するため、委員が持つネットワークやフィールドを活用してプロジェクトを進め、ベ

タープラクティスをつくり、広げていくということとしました。 

 その中で、家庭、業務、運輸の３部門に分かれ、にぎわい商店街エコトーププロジェク

ト、札幌市内事業所における省エネ活動推進プロジェクト、環境に優しい移動方法普及プ

ロジェクトを実施してきました。 

 詳しい実施内容は資料２になりますが、簡単な概要を資料１でご説明いたします。 

 まず、１のにぎわい商店街エコトーププロジェクトです。 

 目的と目標はご覧いただければ思いますが、ハツキタ商店街様などと連携し、商店街や

学校と連携した事例をつくっていくことを目指しました。 

 まず、①として、ハツキタ商店街のイベントにおける啓発活動の実施です。 

 昨年度の平成２８年度は、夏マルシェ、ハロウィン、そして、スノーキャンドルにおい

て、アトム通貨などを活用した取組を行ってまいりました。また、今年度につきましては、

夏マルシェ、秋マルシェとありますが、夏マルシェをメインに、環境教育ゲームや燃料電

池自動車の体験教室、スケルトン型ごみ収集車を活用したごみ減量教室を実施しました。 

 次に、②として、賃貸住宅選び方マニュアルの作成・普及です。 

 市内の約半数の世帯が暮らしている賃貸住宅の低炭素化のための足がかりとして、消費

者の意識、行動を変革するための賃貸住宅の居住者向けアンケートの結果を踏まえてマニ

ュアルを作成、検討しております。今回は案としてお示しさせていただきまして、いただ

いた意見などを受け、今年度中に策定できればと思っております。 

 次に、２の札幌市内事業所における省エネ活動推進プロジェクトです。 

 対策を進めるべきボリュームゾーンを把握するとともに、既存施策における改善点を抽

出するなどにより、業務部門の効果的な温室効果ガス排出量の削減に向けた施策を検討す

ることを目指しました。 

 まず、①として、市内事業者の従業員、顧客に向けた意識向上プログラムの実施です。 
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 国民運動のＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥやさっぽろスマートシティプロジェクトと連携し、

市内事業者の従業員や店舗等での顧客に向けた省エネ行動の意識向上プログラムというこ

とで、節電ポスターなどをさまざまな事業者に貼っていただきました。 

 次に、メインとなる②の業務部門対策チームの設立・運営です。 

 ご意見をいただきましたボリュームゾーンの把握、また、今後実施すべき適切な取組、

対象の検討を行うため、庁内のチームを設立いたしまして、温室効果ガスの排出量及びエ

ネルギー消費量の現状、市の事業の実施状況等を踏まえた市民、事業者等の協働、新たな

技術開発、制度設計等を見据えた協議、検討を行っております。 

 なお、この実施内容については別紙にまとめております。 

 ご説明を少し省かせていただきましたが、家庭部門、業務部門、運輸部門の中でも、提

案は行ったものの、さまざまな状況等により未実施の取組も掲載しています。こちらにつ

きましては、今後どうしていくかということも含めて検討してまいります。 

 次に、３の環境に優しい移動方法普及プロジェクトです。 

 自動車からのＣＯ２排出量の削減に向けて、各主体との連携により、市民による低炭素

な移動手段の選択を促進するための啓発等を実施することを目指しております。 

 まず、毎年８月に行っています環境広場さっぽろというイベントにおいては、ベロタク

シーの試乗会やポロクルなどの展示、試乗会、そして、今年度は寒冷地仕様の電気自動車

の展示などを行ったところです。 

 また、だい・どん・でん！＆北海道バスフェスティバルにおいては、平成２８年度は、

主にだい・どん・でん！会場で路線バス車両の展示やバスの乗り方教室などを行ったとこ

ろですが、今年度は、昨年度の取組などを踏まえ、大通公園からすすきのあたりを歩行者

天国とし、だい・どん・でん！と北海道バスフェスティバルを同じ場所で開催しました。

また、路線バス車両の展示、バスの乗り方教室、バスの塗り絵、アンケートなども実施し

ております。 

 詳しい内容については次の資料２でご説明いたします。 

 資料２をご覧ください。 

 プロジェクト実施の目的は、先ほどご説明したとおりでございまして、１ページには２

のにぎわい商店街エコトーププロジェクトについてです。こちらは昨年度の内容も入って

おりますので、ここでは今年度に実施した内容をご説明いたします。 

 ５ページをご覧ください。 

 ④のハツキタ夏まつり２０１７です。 

 今年の７月２９日、発寒北商店街振興組合の土屋委員、また、北海道環境財団の柴田委

員にご協力をいただき、ハツキタ夏マルシェにおいて、地球温暖化ふせぎ隊のプログラム

を実施したり、ヒグマ、サケ、ハチについて触れる展示キットであるトランクキットの展

示などを行い、来場者に向けた環境啓発を行ったところです。 

 ６ページに写真も掲載しておりますが、地球温暖化ふせぎ隊やトランクキット、また、
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温暖化に関するクイズを解きながら会場内をめぐるエコ宝さがしというゲーム、そして、

環境局からは、水を電気分解し、水素を発生させ、電気を生み出して車を走らせる燃料電

池自動車の実験キットなどで啓発などを行いました。 

 また、⑤ハツキタ秋マルシェにつきましては、発寒東小学校の４年生の６９名に対し、

環境局の西清掃事務所から職員を派遣し、ごみの分け方、出し方、減らし方を学んでもら

う教室や発寒北商店街の取組の紹介、パッカー車というごみを集める車の中身が見える「Ｇ

Ｏ！ミエール号」でのごみの収集体験を行いました。 

 今回のプロジェクトの目的は、ベタープラクティスをつくり、広げていくということが

ございましたが、この協議会の取組が少し注目されています。８ページにございますが、

⑥の五天山あさいち商店街がございまして、この協議会の活動を見た五天山公園管理事務

所からこのようなプログラムを実際に五天山でもやってみたいという問い合わせを受け、

先ほどご紹介したように、今年の９月２４日にエコ宝さがしゲームと同様のブログラムを

行ったところです。 

 この五天山での状況は、写真にもございますが、環境学習館といった環境への取組も進

めている場所となっており、マッチングもできたのかなと思っております。 

 ９ページをご覧ください。 

 （２）の賃貸住宅選び方マニュアルの作成・普及です。 

 少し飛んでしまうのですが、資料４をご覧いただければと思います。 

 こちらはまだ案となっておりますが、省エネで快適な賃貸住宅に住む～賃貸住宅の選び

方マニュアル～ということで、家庭部門プロジェクトの委員の皆様方のご意見もいただき

ながら作成したものです。 

 Ａ４判の半分のサイズのＡ５判でこのようなマニュアルを作っていきたいと考えており

ます。 

 表紙がございまして、開いていいただきますと、まず、札幌におけるエネルギー消費量

が載っております。また、昨年度に実施したアンケートの結果を踏まえ、札幌市内の賃貸

に住むひとり暮らしの光熱費、夏場よりも冬場のほうが高くなっていることを掲載するほ

か、３の賃貸住宅に住む人たちの不満、入居前に重視した項目、現在の住まいで不満があ

る項目から、暖房や給湯設備、断熱性能といったものに不満が出てくるという結果を載せ

ております。 

 また、これはチラシをそのまま入れさせていただいたのですが、札幌市で実施しました

平成２７年度札幌型環境・エネルギー技術開発支援事業を活用し、土屋ホーム様で建設さ

れました高性能な賃貸住宅の事例を掲載させていただいております。 

 次のページを開いていただくと、賃貸住宅を選ぶときのチェックポイントがあります。

これもまだ絵ができていないですが、見開きで、部屋の中のイラストを使いながら、構造

や断熱方法を紹介するほか、窓について、樹脂サッシか、もしくは、窓ガラスの枚数、さ

らに、設備について、省エネの設備かどうか、内覧のときの体感として、床が冷たくない
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か、風呂やトイレなどが寒くないか、そして、部屋の位置について、角部屋ですと外気に

触れる面積が大きいということで、そういった項目などを示しながら、どういったところ

をチェックすればいいのかを見せていければと思っております。 

 同様に、その次のページでは、見開きで、部屋の中のイラストとともに、省エネな暮ら

し方として、照明や冷蔵庫、テレビ、節水シャワーヘッドといった暮らしの中でできる省

エネ対策について解説したいと思っております。 

 また、その次のページでは、少し技術的なお話といたしまして、建物の断熱や気密に関

する事例、もしくは、窓の断熱性能について、サッシの種類や窓の枚数について解説する

とともに、暖房、給湯設備について、潜熱回収型やヒートポンプの給湯機器、ヒートポン

プの解説などを掲載したいと思っております。 

 最後に、建物の構造や断熱の方法についての解説、また、賃貸住宅を検索するときに検

索サイトで物件を探す際のポイントを載せております。検索サイトですと省エネ住宅かど

うかがなかなか分かりにくいのですが、例えば、エコジョーズといった高効率な設備を設

置している場合には検索で引っかかることがありますので、そういったものを掲載したい

と思っております。また、部屋の位置による暖かさの違いを掲載したいと思っております。 

 このデザインは内部で作ったものになっておりますので、この後にデザイナーなどにお

願いをし、きれいにまとめていければいいなと思っております。 

 それでは、恐れ入りますが、資料２に戻っていただければと思います。 

 １０ページをご覧ください。 

 札幌市内事業所における省エネ活動推進プロジェクトです。 

 こちらは業務部門のプロジェクトとなっております。１０ページの下のほうは、市内事

業者の従業員、顧客に向けた意識向上プログラムということで、さっぽろスマートシティ

プロジェクトという省エネの啓発について、各所に節電ポスターの掲示をお願いしました。 

 次に、１１ページをご覧ください。 

 業務部門対策チームの設立・運営です。 

 庁内に業務部門対策チームを設置いたしまして、例えば、①の業務用建築物の所有者向

けアンケートの実施、また、業務部門対策チームの運営として、今年の４月、環境局内、

関係部局、エコエネルギー推進課、こちらは省エネ、再エネの設備補助や事業者向けの省

エネセミナー等を所管している部署、また、環境管理担当課、こちらは市有施設の省エネ

などを所管している部署と意見交換をしたことについて掲載しております。 

 また、後ほどご説明させていただきますが、経済観光局ものづくり産業課で行っている

事業などについての意見交換などを現在３回ほど行っておりまして、データの収集やその

後の取組についての検討を行っております。 

 １２ページに備考と書いておりますが、参考資料として付けさせていただきましたＡ４

判の１枚物をご覧ください。 

 運用改善、要は、設備の大幅な改修ではなく、運用の仕方を変えたり、ちょっとした設
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備の改修をしたりしてエネルギーを大幅に削減できる可能性があるということで、そうい

った対策を進めていくための省エネ総合窓口を今年の１０月２５日に札幌市で立ち上げた

ところです。それがこの記事ですが、札幌市やエネロスバスターズという会社などと一緒

にサッポロ・エネルギー・ゲートウェイ（ＳＥＧ）を発足したところです。 

 こちらは、札幌市経済観光局から、３年間、補助金が出まして、サッポロ・エネルギー・

ゲートウェイを補助金で運営しながら、ビルや病院、ホテルなどの業務系、産業系の企業

から省エネ相談を受け、診断や省エネ改修などの提案、施工、アフターフォローを行って

いきます。そこで費用をもらい、３年後には補助金がなくても運営ができるように成長さ

せていこうと考えております。 

 ここで資料２に戻っていただきたいと思います。 

 １３ページをご覧ください。 

 こちらは、運輸部門の取組となりますが、環境に優しい移動方法普及プロジェクトです。 

 １３ページは昨年度の内容ですので、割愛させていただきまして、今年度に行った内容

についてご紹介いたします。 

 １６ページをご覧ください。 

 環境広場さっぽろ２０１７です。 

 栗田委員にご協力いただきまして、屋外体験企画としてのベロタクシー試乗会を行いま

した。試乗者数が１，３６８人ということで、昨年度のほぼ倍近い人数にご参加いただき

ました。昨年度はベロタクシー１台の運行でしたが、今年度は２台にしました。かなり人

気で、人が途切れないような状態でベロタクシーを体験いただきました。 

 そのほか、北海道職業能力大学校様や株式会社Ｗｉｌｌ－Ｅ様にもご協力いただきまし

て、寒冷地仕様の超小型電気自動車「ネイクル」、国産ベロタクシー「イモビー」のプロ

トタイプなどの展示を行ったところです。また、一般社団法人北海道開発技術センター様

にもご協力いただきまして、サッポロバイクや折り畳み自転車の「ダホン」や「ポロクル」

の試乗会なども行いました。 

 １７ページをご覧ください。 

 北海道バスフェスティバル２０１７・だい・どん・でん！２０１７です。 

 こちらは、昨年度の成果を踏まえ、同時開催となっております。 

 １８ページに掲載されている写真をご覧いただければと思いますが、大通からすすきの

までを歩行者天国にしまして、その中で北海道バスフェスティバルを、また、バスを借り

まして、バスの乗り方をはじめとするマナー講座を開催したり、塗り絵をバスにラッピン

グする取組を行いました。 

 この後の取組ですが、こういったプロジェクトを行っていくことで、その次につながる

ような動きも実際に出てきてはいるのですけれども、１０時以降にお話しさせていただけ

ればと思っております。 

 最後に、資料５についてです。 
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 今回、歩行者天国イベントで来場された方にアンケートをとらせていただきました。回

答数は３０ということで、あまり多くはないのですけれども、何となくの傾向が見えまし

たので、ご紹介させていただきます。 

 ９月１７日にだい・どん・でん！とバスフェスティバルが行われた歩行者天国の中でア

ンケートをとりました。お子様連れのご家族が多かったものですから、男性と女性が半々

となっており、おおむね４０代未満の若い方が多かったところです。 

 ご来場は札幌市からの参加者が８割程度で、地区もある程度ばらけています。 

 来場目的は、だい・どん・でん！と北海道バスフェスティバルが多く、それなりの周知

効果があったのかと思っております。また、さっぽろオータムフェストがちょうど開催さ

れておりましたので、そこに向けて来た方もいらっしゃいました。 

 当日の移動手段ですが、地下鉄で来られた方が４２％、バスで来られた方が２５％だっ

たのですが、歩行者天国イベントではあったものの、自家用車で来られた方も２０％おり

ました。 

 ふだんの通勤・通学時の移動手段を聞いてみたのですが、夏は、地下鉄が２４％、路線

バスが２１％、また、自家用車が２７％で、冬は、地下鉄が多くなっております。恐らく、

夏に自転車で通われていた方が地下鉄などに乗りかえるパターン、もしくは、路線バスに

乗っていた方も地下鉄に乗りかえるような傾向があるのかなと考えております。一方、自

家用車で通勤されている方はパーセンテージがほとんど変わらないということで、夏冬変

わらず自家用車を利用しているのかと考えられます。 

 また、今回はバスフェスティバルとの合同開催だったので、路線バスで不便だと思う点

について聞いてみました。運行本数が少ない、時刻表どおりにバスが来ない、バスがどこ

に行くかが分からないことが不便だと考えているようです。 

 そして、バスの利用頻度です。これは通勤に使うかどうかでかなり変わってくるとは思

いますが、月にほぼ毎日乗られる方が１７％である一方、一番多かったのは「年に数日」

という回答で、３０％となっています。 

 また、札幌市で提供しておりますバスや電車の検索サイトの「さっぽろえきバスナビ」

の利用状況についても聞いてみたのですが、「いつも利用している」が１３％、「時々利

用している」が４７％でしたが、「知らなかった」や「利用したことがない」という回答

も多かったため、もう少し普及啓発が必要かと考えております。 

 ざっとになってしまいましたが、今年度に実施した内容については以上となります。 

○柴田会長 ありがとうございました。 

 それでは、今、２年間の取組内容を振り返っていただきましたが、これにつきましてご

質問やご意見を伺ってまいりたいと思います。どこからでも結構でございますので、よろ

しくお願いいたします。 

○斉藤副会長 ご説明をありがとうございました。 

 部門が三つありますが、それぞれの委員の皆さんが活動していた一年の流れみたいなも
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のを俯瞰視することができました。 

 私は、業務部門に参加させていただいて、こちらでの会議にも参加させていただいてお

りましたが、事務局からご説明いただいた資料４の省エネで快適な賃貸住宅向けの選び方

マニュアル（案）についてです。私は、こちらのマニュアルの作成を家庭部門が試みられ

たことを今日初めて認識しましたが、自分も建築の専門にいますので、すごくいいことだ

な、こういうのがどうして今までできなかったのだろうと感じました。 

 入居前に特に重視した内容と実際に住んでみて感じている不満があって、これは前の会

議の資料で拝見させていただいたので、よく覚えているのですけれども、このあたりのと

ころからマニュアルを整備したほうがいいのではないかとなったのでしょうか。これだけ

ではないのでしょうけれども、そういうふうに認識しました。 

 また、こういう高性能な賃貸住宅が出てきているということも多分知らないのではない

かなと思います。それは、学生や専門学校生に限らず、若い夫婦でお子さんがまだいらっ

しゃらない家庭、あるいは、転勤で一時的に来て家を建てる前の家庭でもそうかと思いま

す。時期としては１月から３月ぐらいでしょうか、私も十数年前に東京から来た人間です

けれども、真冬にアパートを探すわけです。建設中のアパートなんかだと窓が入っていな

いので、どういう感じになるかが分からないのです。あるいは、空き部屋を見るといって

も、当然、暖房は入っていませんから、資料にもありましたけれども、部屋の位置や他に

入居されているかなどによって暖まり方が違うのです。これは、素人には分からないので

す。だから、そういうことを啓蒙するのは非常にいいなと思います。 

 ポイントは、選び方マニュアルとありますが、選び方と住まい方なのでしょう。全体と

しては、選ぶときのポイントと住み始めてからの話を時系列で連動させて見せることが大

事だなと僭越ながら思いました。 

 エコジョーズなどの機器を入れていただいていいのだと思うのですけれども、盛り込み

過ぎると見ないのです。私のところの学生なんかを見ていると分かるのですけれども、そ

れが普通だと思うのです。だから、的を絞ってやるといいと思います。エコジョーズや高

効率機器の話ももちろん載せていただいてもいいのですが、優先順位をちゃんとつけてい

ただくといいかなと思います。 

 ですから、いろいろな思いがあるかもしれないけれども、このマニュアルとして重視し

たいことは、不満として出てきているものからすると、多分、温熱環境やエネルギー使用

のことが間違いなくあると思うので、そこに特化したマニュアルの整備をしていくといい

かなと思いました。 

 また、住まい手の体感温度を聞いてみると、意外とすごくばらばらだということが実態

としてあります。そこで、温度感覚を養いながら、これは、選び方ではなく、住まい方な

のですけれども、手前みそですけれども、そうしたことをご紹介いただくと、選んでから

どういうふうに住まうかを系統立てることができるなという想像をしていました。 

 場合によっては、来年度以降の話になりますが、モニターをとって、いい住まい方とい
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うか、割とふさわしいというか、このマニュアルに則りつつ、ある程度発展させたオリジ

ナルで住みこなしているような住まい手を表彰したりすると筋が通るのかなと勝手ながら

思いました。 

○柴田会長 ありがとうございます。 

 そのほか、２年間を振り返っていかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○柴田会長 私としても三つの部門でそれぞれ次につながるような芽が出てきたなと感じ

られます。これについてはご説明いただいた上で皆さんからまたご意見をいただきたいと

思います。 

 それでは、次の資料を説明いただけますか。 

○事務局（佐竹調査担当係長） 今回、皆様方からご提案をいただきましたが、それは、

先ほどご説明したとおり、第１０次協議会で行ってきた取組成果の内容と今後に向けた提

案ということで、最終的な協議会の報告書の中に盛り込んでいければと考えております。 

 資料６をご覧ください。 

 １ページは、ご提案者の委員の皆様のお名前、提案内容、対象分野に分けられた表とな

っております。 

 ざっとご説明させていただきますので、その後、委員の皆様から補足説明などがありま

したらお願いできればと思います。 

 次のページをご覧ください。 

 こちらは、青木委員からいただいたものです。 

 省エネ活動の推進ということで、温室効果ガス発生の抑制には、効果的な投資による削

減が最も有効であるということから、省エネ機器導入促進策の継続検討（専門家によるプ

ロジェクト）、事業所における省エネ機器投資の推進、事業所における省エネ機器導入効

果の測定、省エネ機器の導入促進に向けた情報発信、事業所の従業員への啓発、お客様に

向けた啓発についての提案をいただいております。 

 こちらは業務部門の対策にもつながるということで、今回、第１０次協議会のご提案を

受けて設置しました庁内のチームでも引き続き検討をしていければと思っております。 

 次のページをご覧ください。 

 こちらも同じく青木委員からいただいたものです。 

 食品廃棄を減らすということで、食品廃棄は大きな問題であり、施策を講じているもの

の、今なお大量の廃棄食品が発生している状況を踏まえ、事業所における注文等の計画精

度を高める取組の推進、また、事業所における期限内販売の徹底、事業所の従業員への啓

発、お客様へ向けた啓発についてのご提案をいただいております。 

 次のページをご覧ください。 

 こちらは、大熊委員からいただいたものです。 

 木質バイオマス普及による温室効果ガスの低減ということで、札幌市エネルギービジョ
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ン／温暖化対策推進計画の進行管理報告書をご覧いただきまして、熱利用のエネルギー消

費が札幌市内全体の４５．１％となっており、そのうち、６４％が家庭部門からの排出、

これは主に灯油によるものとなっておりますが、そういった現状を踏まえ、バイオマスの

推進についてのご提案をいただいております。 

 １として、木質バイオマスを利用する事業所、飲食店等の施設の紹介です。２として、

地域のお祭り、イベントでの展示の実施、ペレットやまきストーブ販売者、事業者との連

携による展示や相談会の実施です。３として、エネルギーをつくる体験の実施です。環境

プラザにあります自転車発電機の貸し出し教材や薪づくりなどを通してエネルギーをつく

る体験を行い、エネルギーの価値について考えてもらう機会の創出を行うことについての

ご提案をいただいております。 

 次のページをご覧ください。 

 こちらは、大吉委員からいただいたものです。 

 委員意見が検討課題へ反映される会議体の運営、また、積雪寒冷地独自の環境性能基準

の法整備、また、環境関連製造業の育成や企業誘致についてのご提案をいただいておりま

す。 

 最初の会議体運営につきましては、会議内での意見がその後の会議運営に反映されない

ため、継続した会議とならないということです。会議が年に数回ということで、前回の会

議の内容についての反映がなかなか行いにくかったということもありまして、こちらは私

どもの反省もございますが、今後の協議会の運営についてのご意見となります。 

 実施方法ですが、毎回の会議終了時に論点整理を行い、次回の検討課題を設定したり、

次回会議冒頭で前回議事録の要点を確認したり、検討課題については、結論日程を設定し

たりするなど、運営原則を明確にするというご提案です。 

 また、積雪寒冷地独自の環境性能基準の法整備については、北海道や国など、主体によ

って設定されている環境性能基準、特に優良住宅や低炭素建築物の基準について統一的な

ものを検討してはいかがかというご意見です。 

 さらに、環境関連製造業の育成や企業誘致については、積雪寒冷地である札幌市の特性

を踏まえ、環境関連製造業へ支援をしたり、製造された製品に関し、広く国内の販路を拡

大し、環境関連製造業は札幌というようなブランド確立を目指すということです。 

 次のページをご覧ください。 

 こちらは、木村委員からいただいたものです。 

 環境分野においての学校法人、その他の事業との連携ということで、今回三つの分野に

分けての提携を行いましたが、家庭部門におけるエコ啓発の活動が難しい状況を踏まえ、

環境教育を行う方々との協働についてのご提案をいただいております。 

 実施方法ですが、義務教育家庭世代の親を含め、大学生、専門学生などの異年齢集団を

会議からつくり出し、集団にリーダーをつくり、企画を実行するということです。 

 また、活動内でのＳＮＳの発信についてもご提案いただきました。 
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 次のページをご覧ください。 

 こちらは、栗田委員からいただいたものです。 

 商店街や地域と連携したパーソナルモビリティーの実証実験といたしまして、少子高齢

化に向けて、持続可能な都市を維持するための車社会からの転換についてご提案をいただ

いております。 

 実施方法ですが、新たなモビリティーの実証実験として、商店街や町内会など、小エリ

アでのニューモビリティーの体験乗車、モニター調査などの実施、また、同時に、レンタ

ル、シェアなどの運営の仕組みも検討してはどうかというご意見です。 

 次のページをご覧ください。 

 こちらは、斉藤委員からいただいたものです。 

 住まい手の想像温度を活用した温度感覚の醸成と住みこなし診断ということで、先ほど

ご意見を少しいただきましたが、住まい手の温度感覚の醸成をしていくことについての提

案をいただいております。 

 実施方法ですが、各家庭で空気温湿度がデジタルで素早く読み取ることができる計測器

を居間に設置してもらい、毎日決まった時刻に今何度だと思うかという想像温度を記入し

てもらい、その直後に実際の空気温度を確認して記録する。その際、寒暑感、熱さと寒さ

のレベルのほかに、自分がやった行動を記録してもらう。例えば、着衣、窓やカーテンの

調整、暖房出力の大きさ、また、毎日の想像温度と実際の温度の差を計算して、どのよう

に変化するかを確認する。そして、差が小さくなっていったら、住まい手の温度感覚が醸

成されていると判断をする。そして、月当たりの暖房用エネルギー使用量を別途記録し、

昨年の同じ月とどの程度の差があるかを確認する。 

 こういった観察、行動記録を実施し、必要に応じて住みこなしコンテストを開き、優秀

な世帯、個人を表彰するというようなところまでご提案をいただいております。 

 次のページをご覧ください。 

 こちらは、新庄委員からいただいたものです。 

 家庭向け省エネ診断事業の推進ということで、環境省で実施しております「うちエコ診

断」の推進についてご提案をいただいております。 

 実施方法ですが、家庭向け省エネ診断の認知度向上に向けた広報活動のさらなる推進、

札幌市による家庭向け省エネ診断、うちエコ診断のさらなる推進、また、札幌市以外の家

庭向け省エネ診断実施機関への補助についてご意見いただいております。 

 次のページをご覧ください。 

 こちらも同じく新庄委員からいただいたものです。 

 札幌版ＺＥＨ（ＺＥＢ）認定制度の導入についての提案もいただいております。 

 現在、国においても、ＺＥＨ、もしくは、ＺＥＢの普及に向けて施策を展開していると

ころですが、札幌のような積雪寒冷地においては、冬季に必要とするエネルギー消費量が

多いため、それを太陽光などの再生可能エネルギーでカバーしようとすると、太陽光発電
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のパネルが大きくなったり、コストがかかったりしますので、札幌版のＺＥＨを設定して

はどうかというご提案です。 

 実施方法ですが、札幌の実情に合わせた創エネ要素の定義、札幌版ＺＥＨ（ＺＥＢ）の

認定制度の導入、もしくは、それらに対するインセンティブの付与についてご意見をいた

だいております。 

 次のページをご覧ください。 

 こちらは、新保委員からいただいたものです。 

 札幌市環境基本計画の目標を達成するためにとございますが、現在、私どもで第２次札

幌市環境基本計画の策定の検討を進めております。来年の２月か３月ごろに計画ができま

して、来年度から計画を推進していこうと検討を行っているところですが、目標を達成す

るために、目標共有、意見交換、それぞれの役割を考え、具体的プランを考え、実行して

いくというようなご提案をいただいております。 

 その次のページから、それぞれの役割やできることのイメージのほか、なぜこの提案だ

ったのかということで、この基本計画の中身を知っている人が一部に限られているような

現状もあり、こういった取組を進めていけばいいのではないかということが書かれており

ます。 

 次のページをご覧ください。 

 こちらは、竹重委員からいただいたものです。 

 学生、主に大学生のための省エネ生活ということで、大学生につきましては、初めてひ

とり暮らしをする人が多いため、学生に省エネ習慣をつけてもらえると、その人の行動の

長期化につながっていくのではないかというご提案をいただいております。 

 実施方法ですが、インターネットを使って閲覧できる省エネルギーに関する情報が載っ

たガイドをつくる、または、既存のものを札幌市内の学生に配信する、実行したかどうか、

大変だったかどうかについてインターネットを用いてアンケートをとってはどうかという

ご意見をいただいております。 

 次のページをご覧ください。 

 最後になりますが、田作委員からいただいたものです。 

 市内中心部への自家用車乗り入れが不便に感じるまちづくりということで、市内中心部

の自家用車の乗り入れを抑えるため、そういったものが不便に感じるようなまちづくりを

してはどうかというご提案です。 

 実施方法ですが、駐車場の設置抑制や料金の値上げ、もしくは、利用税課税措置などが

とれないかを検討してはどうかというご意見をいただいております。 

 説明が不足しているかもしれませんが、そのあたりは補足説明をいただければと思いま

す。 

○柴田会長 ありがとうございました。 

 予定していた時間がだんだん迫ってきていますが、きょうが最後の会議となります。そ
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こで、これまでの取組と今のご提案も含めて、ご意見や感想など、何でも結構でございま

すので、お一人ずつお話しいただきたいと思います。 

 それでは、新保委員から順番にお願いします。 

○新保委員 発寒北商店街と連携させていただいた家庭部門のグループに参加させていた

だいたこと自体にすごく価値があったなと思っています。商店街と連携した経験が今まで

ありませんでしたので、新たな経験ができたと思っております。また、経験したことで、

実態を体感できますので、見えてきたメリットや課題が整理される機会になったかなとも

思っております。ですから、こういった貴重な機会をいただき、感謝しています。 

 当日携わっている方々は本当に大変で、札幌市もそうだったのですけれども、それを直

に見て、それぞれの労力をすごく実感することができました。 

 ありがとうございました。 

○土屋委員 家庭部門というか、商店街として参加をさせていただいて、札幌市、それか

ら、ご協力いただいた方に非常に多大なるお手伝いをいただき、ありがとうございました。

本当に大変な労力が必要だなと感じました。 

 ただ、逆に言うと、子どもたちと家庭の主婦なんかに周知するのは非常に有効な手段か

なと思っております。柴田会長にもいろいろ持ち寄っていただいたイベントなんかもあっ

たのですけれども、各地域でいろいろなお祭りをやっていますので、一つのブースに一つ

のパッケージがあれば非常に有効かなと思いました。 

○田作委員 私は、運輸部門で２年間お世話になりました。 

 ＣＯ２の排出削減というのは非常に難しいテーマだなということを認識したというのが

１点です。 

 もう一つは、環境保全協議会の役割が少し高度になってきているので、正直に言って、

横の連携がもう少し問われると思っております。それは新保委員もおっしゃっていた部分

かと思います。 

 また、札幌市が他にも持っている審議会との情報共有をしていかないとなかなか難しい

時期に来ているのかなということを率直に感じました。 

○竹重委員 ２年間、参加させていただき、ありがとうございました。 

 私は環境広場さっぽろに２回参加させてもらいましたが、１回目では三輪車を展示する

だけでしたが、２回目では試乗となりました。また、ベロタクシーの試乗も２倍になった

など、そういった成長があったのはすごくよかったのではないかなと思います。 

○新庄委員 ２年間、ありがとうございました。 

 私の個人的な思いとしては、この協議会の活動を通じて、この部門でこういうことをや

っていけばこれだけのＣＯ２が削減できそうだよねというところまで持っていければよか

ったかなと思っていましたが、そこまでには至らなかったことに力不足だったのかなと思

っています。 

 そんな中で、今回、提言をさせていただきましたが、今後、具体的にこういうことをや
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っていけばこのぐらいになりそうだというあたりまでを示せるような協議会になればいい

なという思いがございますので、次回に向けてよろしくご検討いただければと思います。 

○大熊委員 ２年間、ありがとうございました。 

 今回お話を聞かせていただいて、いろいろなプロジェクトが実施されて、これだけの人

が集まるといろいろなことが行われるのだなということが分かりましたので、２年間の総

括を見せていただけて良かったなと思っております。 

 次年度といいますか、第１１次になったときには、今回アプローチできなかった層にど

のように声がけというか、アプローチをしていけば、ＣＯ２という見えないところに対し

てのアプローチを広げていけるのかについて考えているところです。そういう動きになっ

ていけばいいなというふうに思います。 

○大吉委員 ２年間、大変お世話になりました。 

 産学官の取組というのはよく聞く言葉ですけれども、今回の取組は、産学官にプラスし

て、市民感覚で取り組め、検討できたのは非常によかったなという感想を持っております。 

 こうした行政の取組に市民感覚で触れる機会がなかなか少ないものですから、私自身も、

会社に戻りまして、ここでの取組を企業経営に生かすだけではなく、一市民として、この

取組を社員にフィードバックすることにより、社員一人一人が市民として行政の取組にい

かになじんでいくかということをやらせていただきましたが、反応は非常によかったです。

逆に情報に飢えているなという感覚がありましたので、今後も、引き続き、こういう機会

を通して、私自身もやっていきたいと思いますし、また、行政としても市民に対する情報

発信をもっとやっていただくことによって距離感が縮まるのではないかなという感覚を持

ちましたので、コメントさせていただきます。 

○木村委員 ２年間、お世話になりました。 

 私自身は、まだ学生という立場で、学業であったり部活動であったり、そういうことに

時間をとられ、商店街の活動に１回しか参加できませんでした。自分としてはもうちょっ

とどっぷり入りたかったなということがあったので、悔しく思っています。 

 私はこれまで神奈川県横浜市で生活していたのですが、横浜市のＧ３０の取組など、環

境に対する市民の意識が結構高いなという印象がありました。そうした中、今まで暮らし

ていなかったので、よく分からない部分もあるのかもしれないですけれども、札幌市とい

うのは、もともとの生き方といっていいかは分かりませんが、意識的な取組を余り感じら

れなかったのです。でも、こうした活動を通して環境広場さっぽろなどに行ってみると、

意外と思っていたものと全然違うなと結構感じられたので、勉強になりました。 

○栗田委員 ２年間、どうもありがとうございました。 

 私は、環境保全協議会のほか、環境審議会にも出させていただきました。環境保全協議

会のほうは、本当に手と足を動かして汗を流しながら動くというようなイメージです。 

 また、この会が始まった当初、学生がいっぱいいらっしゃるということで、若い力と一

緒に連携しながら動かせたらいいねという意見も出ていたのですが、振り返ってみますと、



- 15 - 

余りかかわらせていただけなかったなというのが一つの反省点です。 

 そして、環境広場さっぽろで、２年間、ベロタクシーの運行をさせていただきましたが、

初年度は後ろに乗っていただくことがメインだったのですけれども、２年目には相当数の

市民の方にこいでもらって、車ではない、こういった新しい乗り物の可能性を体験してい

ただくという機会を得ることができました。 

 私は、運輸部門で入っていて、ちょっと残念だったなと思うところがあるのですが、バ

ス事業者が２年目に参加されなかったということです。また、市営交通について、地下鉄

の取組のお話を一緒にできればよかったなと思っております。 

 もう一つに、連携についてです。商店街との移動だったり、事業者との連携というか、

地域の中でどういう事業者が提供できるか、これはＮＰＯの活動にもかかわってくること

ですが、今後の提案となりますが、この三者が連携できればいいなと思っております。 

○柴田会長 ありがとうございました。 

 この２年間を振り返って総括をしていただきましたし、皆さんからご意見も伺えました

ので、これで終わりたいと思います。 

  ３．そ の 他 

○柴田会長 それでは、その他ですが、何か連絡はありますか。 

○事務局（金綱環境計画課長） 佐竹からも先ほど若干ご説明しましたが、この協議会の

取りまとめについてご提案をさせていただきます。 

 第１０次環境保全協議会としまして、この２年間の任期で協議、活動をしていただきま

したけれども、これらの活動内容を、今後、活動報告書という形で取りまとめてまいりた

いと考えております。 

 事務局としては、盛り込むべき内容といたしまして、きょうご報告させていただきまし

たこれまでの計６回の会議の協議内容、そして、各プロジェクトの実施結果、さらに、今

後に向けた各委員からのご提案、また、皆様にご議論いただきます第１１次協議会に向け

ての引き継ぎ事項、この４点を活動報告書としてまとめさせていただき、その上で、札幌

市環境局のホームページに掲載させていただきたいと考えてございます。 

 取りまとめにつきましてはこれから行いますが、活動報告書につきましては、公表する

前に各委員の皆様に送付させていただき、ご確認いただければと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○柴田会長 ということで、この２年間の総括した活動報告書をこれから市でまとめても

らい、私どもにフィードバックしていただき、確認をいただいた上でホームページに載せ

るということでした。 

 この活動報告のまとめ方について、何かご意見等はございませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○柴田会長 それでは、２年間にわたる協議会は、これで最後でございますので、私から
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も一言お話をさせていただきます。 

 ２年間、大変拙い進行で、皆様には大変ご迷惑をおかけしたのかなと思いますが、皆さ

んのご支援、ご協力によりまして、何とか務めることができました。本当にどうもありが

とうございました。 

 私自身、最初にこの協議会のお話をいただいたときに思ったことがあります。普通の協

議会ですと、皆さんでご議論し、それを提言という形でまとめるものですが、この協議会

は、ご議論もしますが、実践し、その結果も踏まえてて提言をするという大変魅力的なも

のだったので、私としては大変興味深く参加をさせていただきました。 

 思い描いたような方向へなかなか進めなかったところはあったと思います。多分、こう

いった新しいスタイルの協議会の役割や方向性が必ずしも全員で共有ができなかったのか

な、まずはそこの共有が大事だったのかなと改めて反省しているところでございます。ぜ

ひ、次期協議会の皆さんには、その辺をクリアしていただき、レベルアップを図っていた

だくことを切にご期待するところでございます。 

 ２年間、本当にありがとうございました。 

 それでは、事務局にお返しします。 

  ４．閉  会 

○事務局（金綱環境計画課長） 委員の皆様におかれましては、この２年間にわたりまし

て、忌憚のない大変貴重なご意見を賜りますとともに、家庭、業務、運輸のそれぞれの各

プロジェクトの実施におきましても多大なご協力をいただきまして、本当にありがとうご

ざいました。 

 第１０次協議会は、１１月をもって任期満了となりますため、本日の会議が最後の会議

となりますが、委員の皆様とはさまざまな機会でかかわらせていただくことがあろうかと

思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、第１０次札幌市環境保全協議会第６回会議を終了いたします。 

 どうもありがとうございました。 

                                  以  上   


